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前進！ZOOM を使いこなせる市民活動団体へ！ 
令和２年度市民活動セミナー 

協働について市民と市職員が学んだ一日！ 

わらびネットワークステーションの登録団体向け

に、10 月６日（火）～１２月１０日（木）の期間に、

「初心者 ZOOM 講座」を無料で開催し、申込み当日

から、たくさんのお問い合わせを頂きました。本当に

ありがとうございます。お陰様で毎日のように

「ZOOM 講座」が開催され ZOOM を必要とされてい

る方々が、多くいることが分かりました。 

この「ZOOM 講座」をきっかけに普段はあまり話し

をする機会のない団体とも交流ができ、私達もとても

嬉しく感じています。 

登録団体の方で、まだ「ZOOM」の使い方について

不安を感じている、講座を受けたが実践する場がなく

成果が試せていない方などいましたら、お気軽にわら

びネットワークステーションまでご相談ください。 

親切にご指導頂きZOOMの
入口に立つことが出来ま
した。活動の視野が広がっ
たので、教わったことを忘
れない様にしていきます。 

最初は不安だらけでし
たが、講師の方にマンツ
ーマンで、やさしく丁寧
に教えてもらったので、
楽しく学べました。 

 

 市民の皆さんが、まちづくりのために自らできることを考え、

実践する方法を学ぶ「協働のまちづくり」研修を令和２年８月

28 日（金）に蕨市中央公民館１階集会室で開催しました。 

当日は、新型コロナウイルス感染症に留意し、人数制限や検

温、消毒、換気等の対 

策を行い、参加者は 22 

名。研修は認定ＮＰＯ 

 法人藤沢市民活動推進機構事務局長の手塚明美氏を講師に迎え、協

働についての基本的なお話や参加者それぞれが知りたい協働の進

め方について、具体的な事例を交えて、分かりやすくお話しいただ

きました。 
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新型コロナウイルス感染症が終息しないため、わらびネットワークステーション内にあるミーティング 

テーブルも少人数でのご利用をお願いしております。 

ご利用の場合は予約したうえでお越しくださいますようよろしくお願いします。またご利用の 

際は、マスクをご着用くださいますようお願いします。 

「市民活動登録団体」の“代表者”、“活動内容”、“活動日時・場所”、“会費”などが変更になった場合

は、『変更届』の提出をお願いします。電話の場合は、後日変更届を送付しますので、直接またはＦＡＸ

で提出をお願いします。また、『変更届』は、わらびネットワークステーションのホームページからダウ

ンロードすることもできますのでご協力よろしくお願いします。 

国民生活産業・消費者団体連合（生団連）の「外国人の受け入れに関する委員会」の共同座長に植田代

表理事が就任し、現在「生活者としての外国人」を受け入れるために基本指針を定めるための話し合いが

行われております。 

蕨市の外国人に関する現況と蕨市が今策定しようしている多文化共生に係る内容が、共通することがあ

り、今後も、現場の声を届けることが出来るよう、幅ひろく活動していきます。 

１１月には、リモートで生団連の委員会での会議に出席し、自身初となる ZOOM でオンライン会議に

参加し、産官学の各分野を代表する方達と非常に有意義な議論を行いました。 

多文化共生とは「国籍や民族などの異なる人々が互いの文化的違いを認め合い、対等な関係を築こうと

しながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」を目指すことです。 

現在、蕨市には人口約 7 万 5 千人のうち、およそ一割にあたる 7,500 人の外国人が在住しています。

蕨市では今年度、多文化共生指針を策定するにあたり、7 月に市民懇談会が発足しました。16 名の委員

から成り、NPO 法人わらび市民ネットより代表理事の植田が出席しており、会長を担っております。 

来年の指針完成に向けて、これまで 2 回の懇談会が開催され、今後は市民意識調査の結果や骨子案等の

話し合いが行われる予定です。 


